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背景および目的

ブロードバンドの普及に伴って，高品質の映像や音声コ

ンテンツをインターネットでも楽しめるようになってきて

いる．また，デジタル放送では，本放送と共に，番組のメ

タデータ など関連情報が配信されることがある ．こ

のように，メディア間の情報統合，相互補完が着々と進み，

ユーザがより多様なコンテンツにアクセス可能となってい

る ．

テレビ放送と の融合を想定して，インターネット

でテレビ番組のサイマルキャストを行うサービス やテ

レビと ページが同時に見える など既

存のシステム・サービスが存在する． コンテンツを

番組のように受動的に視聴するための番組化システム

も開発されている．しかしながら，これらのシステム・

サービスは，映像コンテンツと コンテンツはあくま

でも別々のコンテンツとして扱い，コンテンツ間の関連性

をあまり重要視していない．なお，既存のシステムでは，

手動で処理を行うことが多く，作者側の負担大きいという

問題がある．

デジタル放送では，本放送の番組に関するメタデータ

がデータ放送で配信される．この特徴を利用して，本プロ

ジェクトでは，番組のメタデータを利用して， から

番組の関連情報を動的に取得し，番組および仮想キャラク

ターの振舞いと連動してユーザに呈示するシステムを開発

する．つまり，ユーザの興味と番組の内容に基づいてイン

ターネットから ページを獲得して，その ペー

ジを動的に生成された番組のテロップとして利用すると共

に， ベースのバーチャルキャラクターは統合

コンテンツ（放送と ）の内容に応じて振る舞うシステ

ムを開発する．さらに，デジタル放送とインターネットの

情報統合を実現した環境における新しい視聴方式および新

しいサービスの可能性について研究開発を行う．

本プロジェクトでは，従来の類似検索と異なって，より

詳しい・多視点の情報を検索して，情報の補完・増殖を行っ

て，コンテンツの連動・フュージョンを自動的に行うこと

が可能である点が従来のシステム・サービスと異なる．ま

た，本プロジェクトで開発するシステムは，発信者のコン

テンツ作成および利用者の視聴支援の両方に利用でき，よ

り多彩なコンテンツの提供・アクセス方式を可能にすると

共に，製作者（発信者）の負担を減少するという利点もあ

る．さらに，システムでは，バーチャルキャラクターを導

入しているので，統合したコンテンツをより一層楽しく視

聴することができる．本プロジェクトでは，次世代のテレ

ビ視聴方式を目指して開発を行うが，その逆，映像コンテ

ンツを用いた ページの閲覧支援システムへの拡張も

できる．

概要

デジタル放送とインターネットの普及と技術の進歩に

伴って，ユーザのアクセスできる情報ソースは多様化が進

んでいる．複数の情報源を利用して，興味ある情報をでき

るだけ詳しくかつ多視点・多方面から獲得するという要求

が高まっている．しかし，従来の検索手法では，コンテン

ツ間の類似に基づいて関連情報を獲得する場合が多いの

で，情報が冗長となる場合がある．本プロジェクトでは，

映像などの放送コンテンツのメタデータストリームから

放送コンテンツの話題抽出手法，話題間の意味的関係に基

づいて放送コンテンツの補完情報を から検索する手

法とそれに基づく放送と の統合システムを開発する

．補完情報の検索手法は，単なる類似するページでは

なく，放送コンテンツをより詳しく述べている ペー

ジ，または，別の視点から述べている ページを検索

することが可能である．いわば，放送コンテンツを補完・

増殖する ページの検索が可能である．

図 は，本プロジェクトで開発するシステムのコンセプ

トを示している．デジタル放送で，本放送と同時に，デー

タ放送では，番組に関するメタデータを配信しているとす

る．このようなメタデータストリームを利用して，リアル

タイムに放送コンテンツの話題を抽出して，話題構造に基

づいて番組の補完情報として ページを検索する．検

索結果を元々の番組コンテンツと連動させて，放送コン

テンツの増殖と補完を行いながらユーザに呈示を行う．ま

た，検索された ページの重要な部分をガイドする仮

想キャラクタを導入する．

本プロジェクトは，ストリームデータの特徴に着目し，

インターネットから関連する ページを動的に取得し，

番組のテロップとして映像コンテンツの補足を行う．同時

に，仮想キャラクタは，番組と ページの内容に応じ

て振る舞い，統合コンテンツの紹介などを行う．個人ユー

ザがより多彩なコンテンツにアクセスすることが可能であ

る．同時に，コンテンツ製作者はコンテンツ作成支援ツー



図 概念図： ・放送・キャラクタの動的統合システム

ルとして利用することができ，多チャンネル時代のコンテ

ンツの不足解消にも効果があると考えられる．

開発内容

図 で示されているように，本プロジェクトでは，デジ

タル 放送，地上波放送，インターネット放送などの放

送コンテンツと コンテンツを動的にフュージョン・

連動してユーザに呈示するシステムを開発する．具体的に

は，以下のような事項について研究開発を行った．図 は

システムの構成を示している．

放送コンテンツと コンテンツの時系列依存型動

的統合機能

話題構造と話題間の意味的関連

メタデータストリームからの話題構造抽出

話題抽出のための知識ベースとそれに基づく

字幕データからの話題抽出

放送番組のメタデータのスキーマとそれに基

づく話題抽出

話題間の意味構造に基づく補完情報の検索

統合コンテンツとキャラクターの振る舞いとの統合

機能

仮想キャラクタ

ページの重要部分の抽出

個人化機能

ブックマック機能

カスタマイズ機能

時系列依存型統合機能

図 では，本システムで実現されている時系列依存型統

合機能の概要を示している．放送コンテンツのメタデータ

ストリームから話題構造を抽出して， からリアルタ

イムに補完情報としての ページを検索する．話題構

造を用いて，単なる類似検索ではなく，より詳細な情報，

他視点の情報など補完ページを求めることができる．補完

情報の検索するために，メタデータストリームからの話題

構造の抽出と類似シーンの比較に基づいて質問の生成を行

う．さらに，類似シーンの関連ページ間の非類似度に基づ

いて検索結果のランキングを行い，鮮度の高い情報をユー

ザに呈示する．つまり，情報の冗長をさけ，鮮度を求める

ことができる．

図 話題間の意味関係の例

話題構造と話題間の意味関係

話題構造は，タイトルを表すキーワードの集合と内容を

表すキーワードの集合のペアで表す．ここでは，タイトル

を表すキーワードを主題語とし，内容を表すキーワードを

内容語とする．よって，話題構造は次のように表現するこ

とが可能である．

ただし， は，一つの話題を表し， は，それぞれ

主題語と話題語の集合を現す．

一つの ページには，少なくとも１つの話題につい

て述べている．ニュース番組など放送コンテンツも同様で

ある．一つのニュース項目が一つの話題であり，ニュース

番組は複数の話題の系列であると考えられる．１ページに

個の話題が含まれる場合，そのページの話題構造 を次

のように表すことができる．

ただし， は のサブトピックを表す． はそれぞ

れ の主題語と内容語の集合を表す．

補完情報の検索のため，話題構造に基づいて，次の２種

類の話題の意味的関係を定義した．



図 システムの構成図

■より詳細 あるトピック

に対して，次のような条件を満たすトピック が より

詳細であると言う．

つまり， の内容語が の主題語（サブトピック）に含

まれていれば， が より詳細であると言う．

■違う視点 あるトピック

に対して，次のような条件を満たせば，トピック

と は，同じトピックの違う視点の情報である．

つまり， と の主題語が同じ，しかも共通内容語の数

が少なければ， と の視点が違うという．

図 に，より詳細・違う視点の２種類の話題間の意味的

関係の例を示している．

放送コンテンツの話題構造抽出機能

■知識ベースとそれを用いた字幕データからの話題構造

抽出

知識ベース 受信中の字幕データから話題構造をリアルタ

イムに話題構造を抽出するために，既存のニュース番組の

字幕データから共起関係辞書の作成を行い，知識ベースを

構築した．本システムでは，共起関係として，以下のよう

な共起関係の辞書を構築した．

単語 の有向共起関係：

ただし， は単語 と を同時に含む

ニュース項目の数であり， は のみを含む

ニュース項目の数である．

単語 の無向共起関係 ：

ただし， は単語 と を同時に含む

ニュース項目の数であり， は のみを含む

ニュース項目の数である．

さらに，ニュース項目が短い場合，単語の出現頻度の計

算には十分な情報を得られない場合があるので，既存の

ニュース項目から単語間の出現頻度比率を計算して辞書を

構築した．この辞書を用いて，共起関係ある単語間の出現

頻度を調べることができる．単語 の出現頻度比率

は次のように計算される．

ただし， と は，それぞれ単語 と の

出現頻度である．

話題構造抽出機能 放送コンテンツのトピック（話題）のメ

タデータ（字幕データなどのキーワードシーケンス， ）

を与えた場合，そのトピックの主題語を語の有向共起関係

と出現頻度に基づいて抽出することが可能である（図 ）．

出現頻度：トピックにおいて出現頻度の高いキーワー

ドは，そのトピックの主題語である可能性が高い．

共起関係：トピックにおけるその他のキーワードとの

有向共起関係の強いキーワードは，そのトピックにお

いて中心的な役割があり，主題語である可能性が高い．



図 時系列依存型統合機能の概要

図 話題構造（主題語と内容語）の抽出

トピックの内容語は，主題語との無向共起関係に基づい

て求められる．すなわち，トピックにおける主題語と無向

共起関係の強いキーワードは，そのトピックの内容語であ

る可能性が高い．語の共起関係は，あらかじめ用意されて

いるトピックのコーパスから作成されていた共起関係の辞

書を用いて調べる．

ビデオなどの映像コンテンツにおける話題単位は，シー

ンと等価であると考え，従来のビデオセグメンテーショ

ン手法を用いて，シーンの抽出を行い，そしてそれぞれの

シーンの内容記述に基づいて主題語と内容語の抽出が可

能である．また，シーンが提供者側で定義済み場合，その

シーンの内容記述されているメタデータを利用すれば，そ

れぞれのシーンの主題語と内容語の抽出が可能である．

しかしながら，従来の手法 では，放送コンテン

ツのような受信中の不完全情報（

からの話題（シーン）抽出が困難とされている．そのため，

本プロジェクトでは，放送番組の字幕データからリアルタ

イムに近似的に話題を抽出する手法を提案する．その手順

は次のようになる（図 ）．

手順 オンラインセグメンテーション手法

とする．

字幕データを受信する．字幕データがこれ以上なけれ

ば，プロセスを停止する．

時刻 に受信した字幕データからキーワード

集合 を抽出する．

とする．

における共起関係の強いキーワードペアの割合

を計算する．

であれば， へ．ただし， は閾値で

ある．

と設定する 話題 を出力する． の開始

時刻と終了時刻をそれぞれ と する．

と設定し， へ．

ただし， は時刻 における処理対象となる字幕デー

タから抽出されたキーワード集合である． と は，

それぞれ話題単位の開始・終了時刻を示す．また，単語間

の共起関係はあらかじめ用意されている共起辞書を利用

する．

■放送コンテンツのメタデータスキーマとそれに基づく話

題抽出機能

メタデータのスキーマ デジタル放送における番組のメタ

データの配信サービスが開始つつある．たとえば，野球番

組の中継では，選手のプロファイルなどの関連情報を配

信することがある．しかしながら，現状では，同じ選手の

打席には同じ情報が配信されることが多い．つまり，情報

が重複している場合がある．本プロジェクトでは，データ

放送に試合のメタデータを配信しているとする．このメタ

データを利用して， からより多彩な関連情報を検索

してユーザに呈示する．そのため，野球試合のためのメタ

データのスキーマを開発した．

開発したスキーマでは，基本的には，１打席を１シーン

とする．また，イニングチェンジやピッチャ交替などもそ

れぞれシーンとする．シーン毎のメタデータには，シーン



図 オンラインセグメンテーション

の内容を表すキーワード群と試合・選手の状態を表す属性

データなどがある．シーンのメタデータは，（属性名，属性

データ）のようなペアの集合であらわすことができる ．

試合・選手の状態を表す属性データは，両チームの得点，

選手の打率，選手の今日の成績（打点，ヒット数など），ラ

ンナーの有無（なしの場合は ，ある場合はランナーの数），

ランナーの位置（ 塁なら 塁なら 塁なら ，ア

ウトカウントなどがある．

話題構造抽出機能 上記のスキーマを利用して，主題語と

内容語を簡単に抽出できる．主題語は，“ 選手名”と“打

席”とする．内容語は，スキーマで定義されているシーン

のキーワードとする．ただし，野球の場合，選手の打席は

複数あるため，検索される関連情報は重複する場合がある．

より適切な関連情報を獲得するために，本プロジェクトで

は，類似シーン間のメタデータの差分情報を利用して内容

語の修正を行う．

シーン間の，属性データのそれぞれの差を求め，あらか

じめ用意されているそれぞれの属性の差分とキーワードの

対応表を用いてキーワードを抽出する．例えば，得失点差

が から正数になった場合は，キーワード“リード”を，

得失点差が から負数になった場合はキーワード“ビハイ

ンド”を抽出する．また，得失点差が負数から正数に，あ

るいは正数から負数に，それぞれなった場合はキーワード

“逆転”を抽出することが考えられる．比較の対象 は，

直前の類似シーンとする．ここでは，直前の類似シーンを

直前の同じ選手の打席シーンとする．

メタデータはシーン単位に配信される．シーン のメタ

データ は，（属性名，属性値）のようなペアの集合

である．つまり， である．

ただし， はそれぞれ属性名，属性値を表す．

シーン のメタデータをそれぞれ

とする

キーワードは，属性名が「キーワード」で，データがキーワード
（集合）のペアと見なすことができる

と，二つのシーンのメタデータの差

は， となる ．つまり，そ

れぞれの属性値の差を求めることになる．

一般的に，番組のシーンのメタデータの差分情報による

話題構造の修正手順は，次のようである．

手順 シーンのメタデータの差分による話題構造の修正

番組 のシーン に対して， とシーン

のメタデータの差

を求める．

あらかじめ用意されている属性値の差分とキーワー

ドの対応表（辞書）を用いて，各々の属性値の差

（ ）に対応するキーワード（群） を

求める．

求めたすべての を内容語集合に加える．

補完情報の検索

■検索機能 放送コンテンツの話題構造が抽出されると，

話題間の意味関係に基づいて補完する ページを検索

できる．

補完 ページの検索は次のような方法がある．

検索サービスの構造的オプションを利用する．たとえ

ば， の オプションを利用する

ことが考えられる．この場合，主題語は に，内

容語は にそれぞれ対応する．

ページの話題構造を抽出して，話題の意味的関係

に基づいて放送コンテンツの話題構造とのマッチング

を行って，適切な ページを選択する． ペー

ジからの話題の抽出は，単語の出現頻度（ の値）お

よび単語間の共起関係に基づいて，放送コンテンツと

同じように主題語と内容語を抽出することができる．

本プロジェクトでは，キーワードを差分計算の対象外とする．一
般的には，キーワード集合間の差も考慮すべきである．例えば，

．



図 野球中継のためのスキーマ

■ランキング機能 番組のシーンの内容に基づいて関連

ページを求めるが，類似シーン（例えば，同じ選手の打席）

には同じ関連ページとなるのをさけるため，類似シーンの

関連ページとの非類似度に基づいて関連ページのランキン

グを行い，トップページをシーンの関連ページとする．

一般的に，関連情報の履歴との非類似によるシーン の

関連情報のランキング手法の手順は次のようになる．

手順 履歴との非類似による関連情報のランキング

の関連 ページの候補群 を

求める．

の直前の類似シーン の関連 ページ を求

める．

にあるページ と の非類似度をそ

れぞれ計算し，それに基づいてランキングを行う．非

類似度がもっとも高い を選択して， の関連ペー

ジとする．

キャラクタとコンテンツの統合機能

■キャラクタ の普及に伴い，やさしく，楽しく情報に

アクセスという要求が高まっている．特に，年寄りや子供

などの情報弱者にも情報を手軽に獲得できる，ユーザフレ

ンドリーな情報呈示手法が非常に重要である．本プロジェ

クトでは，単に番組と コンテンツの動的同期をとる

のではなく，仮想キャラクタを利用した連動コンテンツの

ナビゲーションも行う．つまり，仮想キャラクタは連動コ

ンテンツの内容に応じて振舞い，連動コンテンツの紹介を

行う．いわば，仮想キャラクタは ページの重要な部

分を紹介するガイド機能を有する．さらに，本プロジェク

トでは，音声認識の精度と の言語制約などの制

限はあるが，ユーザの無意識な笑い声などに反応するペッ

ト機能を開発した．

■ ページの重要部分の抽出機能 仮想キャラクタの

位置は，関連 コンテンツの内容とそれを獲得するた

めのキーワード（群）に基づいて決定される．本プロジェ

クトでは，パラグラフごとに，検索用キーワード（群）の

出現頻度を計算し，それに基づいて仮想キャラクタの移動

ルートを決める．つまり，仮想キャラクタは，この出現頻

度の降順に，関連 ページのパラグラフ間で移動し，必

要に応じてページをスクロールする．重要部分の抽出際，

画像の有無なども考慮している．

個人化機能

■ブックマック機能 野球や相撲など番組の場合，隙間が

あるので，関連ページをみる余裕があると考えられる．し

かしながら，ニュースなどの場合，ニュース項目の間隔が



短いすぎると， ページが頻繁に変化するので，ユーザ

が ページの内容をすべて把握することが困難である

場合がある．そこで，本プロジェクトでは，ブックマック

機能を開発し，ユーザが興味ある情報をブックマックして

後から楽しめるようにしている．ユーザの関連情報の獲得

のきっかけとして利用することが可能である．

ブックマック機能では，ユーザが興味ある ページ，

対応する番組コンテンツのクリップおよび抽出された話題

構造などの情報を記録している．そのため，ユーザがブッ

クマックを利用して情報にアクセスする際，記録時の状況

をリコールすることが可能である．

■カスタマイズ機能 本プロジェクトでは，ユーザがいろ

んなパラメータを設定してシステムをカスタマイズするこ

とができる．具体的には，以下のような項目の設定が可能

である．

話題の意味関係の設定：より詳細の情報をほしいか，

別の視点の情報をほしいかなどの設定ができる．

話題抽出のための閾値の設定：共起関係の閾値，およ

び共起関係あるキーワードペアの割合の閾値を低く設

定すれば，放送コンテンツのトピックをさらに細分化

して，より多くの関連情報を求めることができる．

放送コンテンツビューと ビューのサイズを調整

できる．

開発成果の特徴

既存のシステム・サービスと比較して，本プロジェクト

は次のような特徴がある．

■放送とインターネットの統合を想定した次世代のテレ

ビ・Ｗｅｂコンテンツの作成・視聴（ブラウジング）方式

本システムでは，放送とインターネットの統合を想定して，

テレビ番組とＷｅｂコンテンツの新たなブラウジング方

式：内容的に関連のあるコンテンツを同期に基づいて閲覧

できる“ ”方式を提案している．提

案手法は，発信者のコンテンツ作成および利用者の視聴支

援に利用でき，より多彩なコンテンツの提供・アクセス方

式を可能とする．さらに，ガイド役・ペット役の仮想キャ

ラクタの導入によって，情報獲得をよりいっそう楽しめる

ことが可能である．

■放送・Ｗｅｂコンテンツ・仮想キャラクタの動的統合

ブロードバンドインターネットやデジタル放送の普及に伴

い，ユーザは大容量の多様な連続コンテンツ（ストリーム

データ）にアクセス可能となる．多様な情報のアクセス支

援のため，様々なシステムが提案されているが，情報補完・

増殖のための異なるメディア間における動的情報統合シス

テム，特に，リアルタイムで ページとテレビ番組を動

的に連動させるシステムやサービスは未だに存在しない．

コンテンツの内容の関連性を考慮した動的統合

本システムでは，コンテンツの関連性に基づいて異種

メディアのコンテンツを動的に連動・複合化させる．

コンテンツの時間的連続性を考慮した時系列依存型動

的統合

現行のデジタル放送では，本放送とともに，関連情報

が流れることがある．しかしながら，本放送の内容が

時間とともに常に変化しているにもかかわらず，同じ

関連情報が流されることが多い．つまり，時間のバリ

エーションがよく考慮されていないという問題点があ

る．本システムでは，番組コンテンツの内容・時間的

連続性を考慮して連動する コンテンツを求め，

関連情報の重複を避けることが可能である．

オンラインビデオセグメンテーションと話題抽出

字幕データからリアルタイムに，番組の内容の話題構

造を抽出する．この話題構造の抽出のアルゴリズムは

従来困難と思われる，字幕・映像などの受信中の情報

（ ）のセグメンテーション処理

を可能とした．また，多くのテレビ番組で利用可能な

字幕放送の福祉的な用途以外の新たな用途を見出して

いる．

話題の意味的関係に基づく補足・増殖情報の検索

番組のメタデータから，話題構造を抽出して，それに

基づいて補完情報の検索を行う．本システムで開発し

た検索手法は，従来の類似情報のみではなく，話題の

意味的関係に基づくより詳細・他視点の情報の検索は

可能である．つまり，放送コンテンツを， ページ

を用いて補完・増殖することが可能である．

キャラクタの振舞いとコンテンツの連動

仮想キャラクタは，動的に統合したコンテンツの重要

な部分の紹介を行うことが可能である．さらに，ユー

ザの無意識なレスポンスに応じて反応することも可能

である．

■個人化可能 ユーザは，自分のほしい関連情報の種類，

ビューアーのサイズ，関連情報の閲覧タイミング・時間な

どを設定してシステムをカスタマイズすることが可能で

ある．

今後の課題・展望

展望

デジタル放送は世界の趨勢からやや遅れたが，日本の優

れた映像放送機器技術と，本プロジェクトで開発したテレ

ビ番組と コンテンツの動的統合システムによって，

インターネットとデジタル放送が融合した新しい情報環境

において世界的にリードできる基盤技術開発ができる可能

性を秘めている．本システムの研究開発の成果として，テ

レビ番組とインターネットの統合利用のための製品と，放

送（ ，地上波，ブロードバンドなど）や のコンテ

ンツ制作者のための新規事業（サービス）が期待される．

また，コンテンツ作成者の支援機能より多チャンネル時代

のコンテンツ不足の緩和にも繋がると考えられる．

テレビ番組とインターネットの統合利用のための製品

テレビ番組とＷｅｂの統合利用のための製品として，

個人や家庭等のパーソナルユーズを対象とした製品化

（受信端末）と，コンテンツ制作者を対象とした製品

化（編集端末）が期待される．また，放送・ コン

テンツの内容に連動して振舞う電子ペットの製品化も

期待される．さらに，インターネットを利用したメタ

データの配信サービスなどの新規事業も考えられる．

コンテンツ制作者のための新規事業（サービス）

　動的に統合を意識して番組コンテンツとＷｅｂコン

テンツの作成を支援するための新しいサービス・製品

の研究開発が期待できる．また， コンテンツと

映像コンテンツの連動を意識した新しいビジネスモデ

ルも期待できる．例えば，ユーザ閲覧コンテンツとＣ

Ｍの連動などのサービスが考えられる．エージェント

ベースの キャラクターの研究開発にも効果あると

考えられる．

多チャンネル時代におけるコンテンツ不足の緩和

デジタルテレビ時代を迎えるにあたり，コンテンツ不

足が問題となっている．動的にＷｅｂコンテンツとテ

レビ番組の連動によって，コンテンツ制作者の負担を

減少する効果が期待でき，コンテンツ不足の解消に貢

献することが見込まれる．

放送とインターネットが融合しつつある今，放送，特に

デジタル放送とＷｅｂの統合でできること，統合でしかで

きないことをユーザにアピールできるアプリケーションが

デジタル放送，ブロードバンドおよび第 世代の携帯通



信端末の普及にとっては非常に重要である．そういう意味

で，次世代のテレビ・ の視聴（閲覧）方式を目指す本

システムは実用性とその波及効果が高いと考えられる．

今後の課題

本プロジェクトでは， コンテンツを用いて放送コ

ンテンツとの連動および補完を行うシステムを開発した

が，その逆，放送コンテンツを用いて コンテンツと

連動して コンテンツを補足するシステムも考えられ

る ．今後，システムの改良を行うと共に，実験検

証を行い，次世代の と放送コンテンツの閲覧方式に

ついて検討を行う予定である．

本プロジェクトでは，動的に統合されたコンテンツを，

別々のビューアで同期しながら表示するという呈示手法を

実現しているが，今後，下記のような呈示手法について研

究開発を行う予定である．

コンテンツ（番組の関連情報）を要約し，その要

約を映像コンテンツのオープンキャプションとして利

用する手法．

メディア変換技術を利用して，関連 コンテンツ

を映像コンテンツに変換して呈示するという手法．

映像コンテンツのキーフレームを抽出して，静止画と

し，関連 コンテンツから変換された映像コンテ

ンツと同時に呈示する手法．

番組と ページの内容などに応じて，（番組，関連

ページ）の連動と（番組のキーフレーム，番組化

された コンテンツ）の連動を自動的に切り替え

るような呈示手法．

また，蓄積型 への展開やユーザのインタラクション

の考慮などについても検討予定である．さらに，個人化機

能の拡張として，キーワードや新鮮度・流行度 ・ロー

カル度 などの尺度を用いた情報フィルタリングとの併

用も今後検討していきたいと考えている．

さらに，放送番組のメタデータのスキーマを

に従って改善すると共に，権利管理やユーザの意図の反映

などを考慮してシステムの開発を進める予定である．

本システムを実用化させるためには，放送局・メーカと

協力してシステムを開発し，実際のユーザの意見を採り

入れてシステムを改良していく必要があると考えられる．

また，オンラインで動的に統合を行うために，ストリーム

データのリアルタイム処理のためにアルゴリズムの更なる

改善などの工夫が必要である．本プロジェクトは，デジタ

ル放送（ ，地上波）を想定して研究開発を行ってきた

が，ブロードバンド放送にも適応できる．今後，そのため，

や関係メーカーと提携して実用化向けて開発を進める

必要があると考える．

開発分担
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